
定期健康診断（労働安全衛生規則 44条） 

 

定期健康診断（安衛則 第 44 条） 

A 健診 

労働者に対し事業主が 1 年ごとに 1 回、定期的に次の項目の健康診断を行わなければなりません。 

• 既往歴及び業務歴の調査 

• 自覚症状及び他覚症状の有無 

• 身長/体重/BMI 腹囲、視力、聴力 

• 胸部Ｘ線 

• 血圧の測定 

• 尿検査 

• 血液検査（貧血/脂質/肝機能/血糖） 

• 心電図検査 

 

35 歳と 40 歳以上の方以外は医師が必要でないと認める場合に省略できる項目があります。 

※身長（20 歳以上）※腹囲 ※血液検査 ※心電図検査 

  

 


